
















要約:これまで 2年間の研究から,幼児期の肥満の予後がその後の体型に非常に大きな影響

を及ぼし,幼児期の肥満対策は小児肥満のみならず小児期からの成人病対策において極め

て重要な地位を占めることが明らかになった。今回は,より効果的な幼児肥満対策指針を得

る目的で,幼児期に外来肥満指導を受けた幼児の家庭生活について調査した。その結果,肥

満幼児の食事や間食の嗜好は,同年齢の保育園児や幼稚園児と比べて差がなく,むしろ母親

の方に甘い物を好む傾向が見られた。肥満幼児の家庭においては,献立や間食の与え方に食

事指導効果の影響が見られたが,父親の協力を得るまでには至っていなかった。肥満幼児の

運動量は非肥満児に比べて劣っておらず,この時期における食事および間食の与え方が肥

満の治療のみならず予防においても極めて大切であると思われた。 


